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第 1 章では、空間 CDMA とイメージファイパとを用いた二次元並列多重光インターコネクトに関し、研究の背景
と課題について述べ、本研究の位置付けならびに目的を明らかにした。
第 2 章では、空間 CDMA における符号間干渉について理論解析を行い、符号間干渉雑音によるビット誤り率 (BER)











第 6 章では、二次元データとしてキセノンランプと空間光変調器とを用い、速度 30 bps/ch、距離 100 m までの空
間 CDMA 伝送実験を行った。また、送受信機に二次元 VCSEL/PD アレイを用いた高速空間 CDMA 伝送実験 (64
Mbps/ch) を行った。




























験を行っている。 1 対 1 接続では、 1 Gbps/ch まで、多重伝送では 64 Mbps/ch までの伝送を成功させている。また、
100m のイメージファイバを用いた伝送実験等も行い、提案されたインターコネクトシステムの有効牲を明らかにし
ている。
以上のように、本論文は、光インターコネクトの高速化・大規模並列化に向けた有益な成果を提供するものであり、
電気通信工学分野の発展に貢献するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
